
1996年京大後期文□5  

(1) 

進む方向を時計回りとし、出発点から順に、各点に1から nまで番号をつける。 

最初の 1周において、番号1の点から出発し、番号 )3( nmm ≦≦ の点に止まる確率を ma とすると 
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最初の 1周において出発点を跳び越すには、番号 nの点に止まって裏が出ればよいから、 

求める確率は 
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(2) 

1周目は、出発点を跳び越して番号 2の点に止まる。この確率は 
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2周目は、番号 2の点を出発して番号1の点に止まる。この確率は 
nn

na 
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※(1)は理系後期□6 と共通。 


